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This paper studies the emergence of wealthy people in the farming area of Lao PDR through an analysis 
of their livelihood strategies.  Barbara Grandin’s wealth ranking is used to define the criteria of wealth. 
After the Lao government adopted a market-oriented economy, a monetary system was extended to the 
Lao plateau and mountain villages, which used to run on self-sufficient farming.  As a result, cash income 
has become indispensable for everyday consumption.
Previous studies on the introduction of a monetary economy in the mountain areas of Lao PDR have 
focused on economic inequality.  Some studies pointed out the factors that led to the emergence of wealthy 
people in these areas, such as the brokerage of non-timber products and the introduction of cash crops.  
Other studies examined the flow of money, which is brought into the villages by people living outside, such 
as migrant workers and refugees.
This case study of Boloven plateau in southern Lao PDR suggests that these factors are not the pri-
mary reasons for the emergence of wealthy people in this area.  It can be attributed instead to farmers’ 
experimentation with new varieties of cash crops and organic fertilizers, as well as new forms of trade with 
foreign importers.
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このボラベン高原では，海抜 600 m以上の地域でロブスタ種（C. canephora var. robusta）の











5) この民族集団の表記のされ方はさまざまである。これまで Loven, Lawen, Laven, Boloven, Laweenjru,
Jaru, Jruなどと記されてきた［Chazee 1999］。2006年発行の人口世帯調査におけるエスニック・グルー
プごとの人口統計調査によれば，Lavenという表記は用いられずYrouと記されている。この調査報告
書によれば，Yrouは全 49民族のなかで 21番目に多く，人口 47,175人，全人口の 0.8％を占める［Lao
PDR, SCCPH 2006］。筆者の調査によれば，自称はジュル，ラオが付けた他称がラベンのようであるが，
本論考では一般に流布した名称であるラベン（Laven）と表記する。
6) カティモールは，アラビカ種のカトゥーラ（C. arabica ‘Caturra’）とロブスタ種とアラビカ種の交配種


























海抜 1,250 mに位置するこのK村でコーヒー栽培に従事するのは 112世帯すべてであり，ア















9) まとまった実が付くまでにティピカは 4年，ロブスタ種は 5年かかるため，カティモールは植樹後，比
較的早くから収穫可能だといえる。また，ティピカは成木で 5 kg程度のチェリー（コーヒーの実を指
す） しか収穫できないが，カティモールの場合，2倍の10 kg程度は収穫可能である。庭先でのコーヒー































均 3.94人で，学校に通っている子どもの数は平均 2.27人である。10）性別をみると，男性は 170





対象となった 50世帯中，コーヒー栽培に利用している農地が 1～2 haなのは 23世帯，3～4 ha
なのは 20世帯，5～6 haなのは 3世帯となっている。ここから 1～4 haの間に多くの世帯が集
中していることが分かる。
世帯構成別にみると，ラオ同士の世帯は 7世帯中 6世帯が 1～2 haのみであり，比較的所有11）






















1～2 6（54.5％） 3（42.9％） 8（32.0％） 6（85.7％） 23
3～4 4（36.4％） 3（42.9％） 13（52.0％） 0 20
5～6 1（9.1％） 1（14.3％） 0 1（14.3％） 3
7以上 0 0 4（16.0％） 0 4






























ては諸説ある。岩田［1960］によれば 1905年，Matsushima and Vilaylack［2005］によれば 1910年代，
































































































ベツは年 2回から 4回の収穫が可能だが，買取価格は調査当時，1 kgあたり最低の時期で











































15) 調査対象 48世帯中，約半数の 25世帯が賃金労働をしており，内 20世帯は草刈か収穫作業に従事して
いた。その他，家屋建設が 4世帯，その他，パークセーのホテルや商店で働いている者もいた。
16) 調査対象 48世帯中 31世帯が何らかの形で借金をしていたが，内 17世帯が村落金融から，12世帯が親
や息子，その他の親類から現金を借りていた。他にも友人，あるいはベトナム人という回答もあった。
親やきょうだいから，いわゆる小遣いをもらっていた世帯は，48世帯中，15世帯あり，最高額が


































































A B C D E F G H I
世帯数 0 4 7 14 25 25 21 12 4





















世帯構成員数 10 11 8 11 7.04
家長の年齢 70 56 48 60 47
農民の数 8 2 4 8 3.9
学生の数 2 5 3 2 2.3
家畜の数
牛 17 20 17 35 7.4
豚 0 1 0 1 0.14
耕地面積 （ha）
カティモール 6 5.5 0.25 1.5 0.6
ティピカ 0 1.5 0.5 2 0.4
ロブスタ 4 0.5 3 1 0.9
キャベツ・白菜 0 0.5 1 0.35 0.04
合計 10 8 4.75 4.85 1.94
空き地（ha） 0 3 3 0 1.48
収入源（kip）
コーヒー 192,600,000 80,510,000 9,100,000 37,055,000 16,339,114
キャベツ・白菜 0 38,500,000 10,000,000 4,000,000 4,564,000
家畜の売却 0 6,000,000 0 25,000,000 1,070,000
仲買の利益 24,000,000 2,500,000 1,300,000 1,900,000 652,083
合計 216,600,000 127,510,000 20,400,000 67,955,000 22,625,197
支出 （kip）
米 7,200,000 8,640,000 8,000,000 10,600,000 1,294,605
収穫・除草人件費 60,000,000 25,000,000 800,000 10,750,000 3,012,988
野菜用肥料・種 0 2,945,000 5,875,000 6,670,000 2,972,500
資産保有状況 （所有世帯数）
果肉除去機 2台 1台 1台 1台 18（37％）
脱穀機 1台 0 0 1台 2（4％）
耕耘機 1台 1台 1台 1台 30（62％）
テレビ 1台 1台 1台 1台 41（85％）
バイク 4台 2台 2台 1台 36（75％）
トラック 1台 1台 1台 1台 4（8％）
ワンボックスカー 1台 0 0 0 1（2％）



































の 1人あたりの米の消費量は 565 gとなっている。K村が該当する「道路へのアクセスがある農村部」















































































続し，今では 6 haだけが残っている。そのうちの 2 haは，木が古くなったためか，ほとんど実
が付かなくなり，2004年から 2005年にかけて，高収量品種のカティモールに植え替えられた。






















































K村から 12 km北にあった思想矯正施設（Samanaa）に収容された。33）この施設は 1978年から
国営農場No. 23（Nikhom No. 23）となり，34）集団化された農場において，コーヒー栽培に従事
させられた。当然，この農場を勝手に抜け出すことは許されず，警察や軍に見つかれば捕えら





















土地を，さらに 0.5 ha拡張した。一方，2003年にさらに妻の両親からドムクワン山にある 1 ha






























































































































































































42) 2007/08年の買取では，一般の仲買によるアラビカ種のパーチメント豆の買値が 17,000 kips/kg前後で
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